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要 旨：知的障害者通所更生施設のカリキュラムにある生産活動の中で，作業に関わり

づらい利用者に対しての支援方法を探る。作業に対して関わりづらい A さんの障害の程

度は，最重度精神発達遅滞であり脳性麻痺を伴っている。そのため手を使っての動作には

制限があり，作業に対しての認識も低い。A さん自身が作業に関われるように，また作業

活動の幅を拡げるため，自助具の開発等が必要であると考えた。自助具の作成にあたり，

「作業のしやすさ」「可能な作業」を構築するため，運動動作に関する専門家（理学療法

士）と連携をとり，動作を補う自助具の修正や，動作の獲得，及び作業方法を検討した。

「関われる作業」を探し，その一つの作業を実践し定着するという目標を立てた。そして，

作業に対する意識を高め，必要な動作の獲得を支援した。その結果，A さんにとって見通

しが持ちやすい作業として，『色塗り』作業が定着し，達成感が得られるような支援を行

なっている。 
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● 

Ⅰ．はじめに 

 
 当施設は，知的障害者の通所更生施設であ

る（現在は生活介護事業）。当施設では，生

産活動に対して『側(はた)楽(らく)』と『作品

から製品へ』という理念を持って取り組んで

いる。  『側(はた)楽(らく)』とは，作業活

動の中で，そしてその「結果」が『側(はた）』

周りの人を『楽（らく）』楽にすることが本

当の意味で『ハタラク』ことであるという意

味で使っており，また『作品から製品へ』は，

自己満足的『作品』ではなく，誰もが使いや

すい『製品』，『ほんまもん』を作ろう，とい

う意味で使っている。当施設では，この取り

組みの中で動作の獲得と共に，意識という部

分に力を入れて利用者に対して支援を行っ

ている。 
この中で『仕事』という意識を持ちづらい

障害の重い方への支援方法の確立は，当施設

の課題のひとつとなっている。今回，肢体障

害と重度知的障害がある A さんの事例を通

して，この支援方法について検討していく。

具体的には，Ａさんが『作業に参加する』こ

とができるように，A さんの可能な動作をＰ

Ｔと連携し，取り組み方法を検討していく。

また，Ａさんの『作業に参加する』という意

識に対して，どういった取り組みが必要であ

るのかを検討していく。 
 
● 
Ⅱ．方法 

 
１．対象 

A さんは，昭和 46 年にＢ県にて生まれる。

半年経っても首が座らず，病院にて脳性麻痺と

診断される。その後，身体障害児のための教室

に通い，昭和49年に父親の転勤で海外に転居。

当地で前述類似の施設に通所し，訓練を受ける。

昭和 52 年に帰国し，昭和 53 年に肢体不自由児

通園施設にて訓練を受ける。また，同時に訪問

教育を受ける。養護学校（現在の特別支援学校）



 

 

に小学部 2 年生で入学し，小学部・中学部・高

等部を卒業。平成元年に父親が他界し，A さん

自身不安定な時期がしばらく続く。平成 2 年に

市内の福祉作業所に入所し，平成 14 年当施設

に入所。現在に至る。 
手・指の発達に関しては，4 歳頃には物を手

にとって食べるという動作を獲得し，スプーン

を使用して食べるということは，養護学校小学

部時期で獲得している。四肢・躯幹の発達状況

は，安定した支座位の獲得は 2 歳頃に見られ，

つかまり立ちの獲得は 8歳頃（小学部 2年生頃）

に見られた。歩行においては，つたい歩きや手

を繋いで歩くという歩行の訓練を通して，U 字

型 4 輪歩行器で一人歩きができる様になり，10
歳頃（小学校 4 年生頃）に歩行補助具なしでの

自力歩行の動作を獲得した。 
現在の食事の摂り方は，スプーンに関しては

ハンマー握りであり，上から握る方法で廻内と

廻外を行なうことができる。また，お皿にある

食べ物を意識して食べることができている。た

だし，使用するお皿はスプーンですくいやすい

ように，左側が傾斜になっている。お茶を飲む

時は，両手ですくい取るように湯飲み茶碗をつ

かみ，自分で飲むことができる。 
スプーンによる操作のようすは，握りしめた

スプーンを，右から左へと水平内転方向へ（体

の中心に向かうように）移動させて，食物をす

くい取る。その時，肘はテーブルから離しスプ

ーンの移動の幅を調節している。食べ物をすく

い取ったら，前腕を廻外させて口へ運ぶ。この

時，肘の位置はテーブルの上面に押し当てて，

スプーンの先を動かす移動軸にしている。1) 

ここで，ＰＴからの「A さんの動作の制限」に

関する所見を，四つの部位ごとに表に示した。

なお，ここでは，自動的自発的な関節可動域を

目測表示した。また，活動における動作がいず

れも右腕だけで遂行するように求められてい

るので，右上肢の各部位に限定した。さらに，

彼の粗大運動と手指操作の能力程度も併記し

た。なお，この表記方法は，脳性麻痺に限って

活用されているものである。 
粗大運動能力分類システム（略称 GMFCS）

①肩 の動き  

屈曲 ／伸展 ＝90 °／ 20 °  （通 常 160 ° ／ 0 ° ）  

外転 ／内転 ＝90 °／ 0 °  （通 常 180 ° ／ 0 ° ）  

外旋 ／内旋 ＝50 °／ 20 °  （外 転90 °に て） （通常 90 °／ 60 °）  

頭頂 の高さ にあるも のに手 を届か せる程度 の動き は可能 。 

②肘 の動き  

屈曲 ／伸展 ＝ 140 ° ／－ 30 °（通 常 160 ° ／ 5 ° ）  

廻外 ／廻内 ＝60 °／ 40 °  （肘 を体側に 付け、 90 °屈 曲位に て）

（通 常90 ° ／60 °）  

食材 を口元 まで運ぶ ことは 可能。 万歳して 手部を 頭より 高いと ころに

位置 させる ことは可 能。  

③手 首の動き  

掌屈 ／背屈 ＝40 °／ 40 ° （通常 90 °／ 90 ° ）  

撓屈 ／尺屈 ＝ 0 °／ 30 ° （通常 30 °／ 60 ° ）  

④手 指の動き  

屈曲 伸展は 可能。握 ること と手放 すことは 可能。 つかむ ことも 可能。

ハン マー握 り（＋ ）。 鉛筆 つかみ （＋ ）。 握力 は計測不 能。 ピンチ力

（つ まみ力 ）は計測 不能。  

 

表１ Ａさんの活動における関節可動域について 
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を使うと，レベルⅡに該当した。（歩行補助具

なしに歩く。しかし屋外や近隣を歩く際に制限

あり）。2) 
手指操作能力分類システム（略称 MACS）を使

うと，レベルⅣに該当した。（容易に行えるよ

うに工夫された物や，限定された物を操作する。

それも，本人が完遂しやすいように調整された

環境で行う）。3) 

 

２．作業内容 

A さんは陶芸班に所属している。陶芸歴は 5
年目であり，施設が開園した当初から陶芸班で

仕事をしている。陶芸班は，11 人で構成されて

いる活動集団である。作業環境は，8 畳程度の

陶芸ハウスで2つのテーブルに分かれて行って

いる。Ａさんは，他者の声などに敏感に反応す

る傾向が強く，周りの仲間の声などに過敏に反

応して作業に集中できなくなることがある。 
Ａさんの主な作業活動の内容は，植木鉢作り

である。作業としては職員がある一定の大きさ

の粘土を手渡して，それを握って組み上げる。

組み上げる時に A さんは肘が上がりづらいた

め，職員が A さんの肘を手で支え誘導すること

で，紐土（一定量の粘土を手のひらで転がし紐

状にした粘土のこと）を組み上げている。色塗

り作業においても同じである（筆を持ち数回振

ることができるが，すぐに手を離してしまう）。

削りの作業に対しては，色塗りと同じように行

っているが，十分に削れていない。 
 
３．方法 

取り組み期間（2006 年 5 月～2008 年 1 月） 
 
（１）取り組み 1 
 Ａさん自身が自分の力でできる限りの「動

作」を行うことで，製品作りへの作業の参加，

達成感や手応えを感じてもらえるように，以下

の視点に基づく取り組みを行った。 
ａ） 障害（制限）に対する補償 
１）肘置きの作成 

A さんの陶芸作業に係る「動作の制限」はど

のようなものであるか，PT との連係のもと整

理した。 
手を使っての動作を，大まかに①肩の動き，

②肘の動き，③手首の動き，④手指の動きに分

けて考えてみると，A さんの場合次のとおりで

ある。 
i 『紐土の組み上げ』作業については，②へ

の支えがないと①③④の動きが制限され

る。 
ii 『陶器の色塗り』作業については，②への

支えがないと①③の動きが制限される。 
なお，「動作の制限」がない人が肘の支えを

得ると，③④のみで A さんが作るものとほぼ同

じものが作れることが分かった。 
この「支え」については支援者が行っている

が，肘の支持に関して，他者が支えるよりも物

や道具で行なう方が肘の安定が得られるので

はないかと推測し作成した。               

Aさん自身が自分の力でできるかぎりの作業

を行うことで，製品作りへの参加，達成感や手

応えを感じてもらえるように，取り組みを行っ

た。 

 図１ Ａさんの動作の制限を補償するために 

自助具「肘置き」の作成及び使用場面 

 
２）肘置きの改良 

「肘置きの改良」を行うことで『紐土の組み

上げ』，『陶器の削り』，『陶器の色塗り』という

作業活動に参加しやすいのではないかと考え

取り組んだ。 
i 肘置きの高さを作業内容に応じて変える

ことで，組み上げ以外の作業にも参加しや

すくなるのではないだろうか。A さんの動

作の制限を考慮した上で，製品作り活動へ

の参加及び A さんが作業への達成感や手

応えを感じてもらえるように取り組みを

行っていく。 
ii 「肘置き」を使用した状態で，対象物を

本人の動作しやすい，作業しやすい高さに

置いてみることで『陶器の削り』や『陶器

の色塗り』の作業に参加しやすくなるので

はないだろうか。製品作りへの参加及び A
さんが作業への達成感や手応えを感じて

もらえるように，対象物の高さを本人の動

作しやすい，また作業しやすい高さに置く

（固定する）ために，作業環境に工夫をし

て取り組みを行なっていく。 
 
 



 

 

３）紐土作り用自助具の作成 
紐土の組み上げ以外にも「肘置き」を使用し，

作業に対する自助具（図２）を使用することで

作業に参加することができるのではないだろ

うか。 
陶芸製品での基本の作業である『紐土作り』

に対して自助具を作成した。Ａさんが紐土を作

るという動作の獲得と，作業に参加することで

作業への達成感や手応えを感じてもらえるよ

うに取り組みを行っていく。また，両肘を肘置

きにのせリラックスしてしまわないように，左

の肘置き部分を取り除き『紐土の組み上げ』以

外の『紐土作り』，『陶器の削り』，『陶器の色塗

り』の作業に参加しやすい「肘置き」にし，こ

れらの作業工程を，支援者の援助なしに，でき

る限り自助具の使用だけで取り組みを行って

いく。 

 図 2 Ａさんの動作の制限を補償するための 

「紐土作り自助具」及び使用場面 

 
ｂ）可能な日常動作を作業動作に応用する 
A さんの日常で出来る動作を，活動での作業

動作として行えるのであれば，A さんは自分の

出来る動作で作業を行うことができ，また，『作

業に参加する』という意識をもちやすくなるの

ではないだろうか。 
「右手の手首を動かす」及び「何かを食べる」

という動作を作業動作に応用して，『陶器の色

塗り』を想定して取り組みを行っていく。作業

への工夫としては，できるかぎり A さん自身が

作業に関わるということを大切にし，声かけを

重視して取り組みを行っていく。また，釉薬の

色を白から赤に変えてみて，塗った箇所が分る

ように見通しを持たせて取り組む。筆の持ち方

に対しては，A さんが握りやすく，操作しやす

い持ち方の工夫をして取り組みを行っていく。 
 
（２）取り組み 2 
 Ａさんが作業に見通しを持ちやすくなる（主

体的参加）ために以下のような意識的な取り組

みを行った。 
個人の作業では，見通しが持ちづらく『作業

に参加する』といった意識が持ちづらいのでは

ないだろうか。作業に見通しを持ちやすくする

取り組みとして，『協同作業』と『共同作業』

を取り入れてみる。 
ここでいう『協同作業』とは，一つの製品を

仲間と一緒に協力して行なうことをさす。具体

的な作業内容として，仲間が陶器を支え A さん

がその陶器に色を塗っていく。そこで，Ａさん

ができる動作の一つひとつを誉めていき，周り

の仲間からの賞賛を浴びてもらい，達成感や手

応えを感じてもらえるような取り組みを行っ

ていく。 
『共同作業』とは，作業を「分業」にして仲

間と一緒に一つの製品を分担して制作してい

くことをさす。具体的な作業内容として，Ａさ

んに『紐土作り』と『紐土の組み上げ』を行っ

てもらい，Ａさんが紐土を組み上げて積み重ね

た箇所を仲間が「なめし」（積み重ねた紐土の

設置部分を平らにしていくこと）をしていく。

さらに，Ａさんができる動作で行える作業と，

Ａさんの動作の制限上難しい作業に分けて行

っていく。作業を「分業」することで，Ａさん

の作業への見通しを持ちやすくして，達成感や

手応えを感じてもらえるように取り組みを行

っていく。 
 

● 
Ⅲ．結果 

 

１．取り組み 1 について 

ａ）障害（制限）に対する補償 
１）肘置きの作成 

肘の安定の達成状況について「肘置き」を使

用してみた結果，1 年くらいで徐々に自分で紐

土を組み上げることができてきた。「肘置き」

は，Ａさんの肘を安定させることによって肩の

動作の制限が補償され，『紐土の組み上げ』に

は有効であると分かった。 
２）肘置きの改良 

「肘置き」の改良の結果，『紐土の組み上げ』

では改良前と同様に肘の安定と肩の動作の制

限が補償されることで有効であると分かった。

『陶器の色塗り』においては，肘の安定によっ

て手首と肩の動作が補償されることで有効で

あると分かった。また，『陶器の色塗り』では

「肘置き」を使用し職員のサポート無しで作業
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を行うことができてきた。 
『陶器の削り』においては，削る道具を陶器

に押し付けて引くという動作が必要であるた

め，動作の制限に対する補償として肘を安定さ

せてしまうことで逆に肩の動作が制限されて

しまった。現況の「肘置き」を使用して行う動

作としては難しいと思われる。 
３）紐土作り用自助具の作成 

「肘置き」を使用し A さんに合った紐土作り

用自助具（図 2）を使用した結果，肘が安定し

肩の動作の制限が補償されることで有効であ

ると分かった。そのことにより，紐土作り用自

助具の取手を持ち外から内に移動する動作が

しやすくなった。逆に内から外への移動に対し

ては肩の動作の制限は補償されず，作業では職

員の手添えで補償している。 
自助具という方法によって，徐々にＡさんは

他人の力を借りずに『作業に参加する』ことが

できてきた。しかし，本来Ａさんの動作の制限

を補償するための自助具が，一方では動作を制

限してしまうこともあることが分かった。障害

（制限）に対する補償として，Ａさんの動作の

制限をＰＴからの視点で改めて見つめること

で，Ａさんの制限を明らかにし個人に合った自

助具の作成と改良が必要であると思われる。 
ｂ）可能な日常動作を作業動作に応用する 

結果，A さんは色塗り作業において声掛けで行

えるようになってきた。見通しを持たせるため

に，赤色の釉薬を塗ることで塗った箇所が一目

でわかり，色を「塗っている」という意識を持

って行っているように推測される。また，持ち

方をハンマー握りに変えて行ってもらうこと

で，以前よりも長く筆を持ち作業を行うことが

できてきた。 
 
２．取り組み 2 について 

個人の作業以外に，仲間との『協同作業』や

『共同作業』といった取り組みを作業に取り入

れたことで，A さんにとって作業の見通しが持

ちやすくなり，少しずつ達成感や手応えを感じ

られている様子が見られた。 
『協同作業』では，具体的な取り組みである

Ａさんが出来る動作の一つひとつを誉めると

いうことや，周りの仲間から賞賛を浴びること

で，個人の作業では見られない表情や積極的な

作業への参加意識が見られた。また，仲間と一

緒に楽しく作業をしているといった，自然な空

間及び環境も必要であると思われた。ここでの

結果は，『陶器の色塗り』といったＡさんがで

きる作業にだけ『協同作業』という取り組みを

取り入れたのではなく，製品作り以外の作業

（釉薬作りや掃除等）からも見られたＡさんの

取り組みの結果である。 
また，『共同作業』では，一つの製品の一工

程を行うといった作業への見通しが持てたこ

とで，作業への『参加する』といった意識が見

受けられた。そこには，｢分業｣でＡさんが出来

る動作を，共に制作を｢分業｣している仲間から

認められることで，作業への『参加する』とい

う意識に繋がったのではないだろうかと考え

られる。つまり，A さんに対して作業の見通し

を持ちやすくすることと，仲間という第三者か

らの評価で，『作業に参加する』という意識，

及び『作業意欲』に繋がるといった要素がある

と思われる。 
 

● 
Ⅳ．考察 

 
作業に関わりづらい利用者への支援方法の

検討として，重度の障害のある A さんに対して，

参加意識と動作制限への両方に留意し，個人の

作業を主とする陶芸作業の中で，A さん自身の

達成感や手応えを感じてもらうために，彼の持

っている「制限された動作」から『作業に参加

する』という気持ちになるような取り組みを行

った。この取り組みを通して，『陶器の色塗り』

という具体的な作業が，A さんにとって見通し

が持ちやすい作業なのではないかと仮説を立

てることができ，取り組みを具体化することが

できた。また，「制限された動作」に対する補

償として自助具の作成と改良を行ったが，結果

として『陶器の削り』においては応用不可であ

り，自助具を使用することで「制限された動作」

をさらに制限させてしまった。自助具の作成の

際には，きちんと対象とする個人の動作を分析

し，自助具に対して過信し過ぎないように取り

組む必要があり，その取り組み経過及び，自助

具と対象とする個人の動作の制限等を定期的

に点検していくことも必要不可欠である。また，

今回はＰＴと連携し取り組みを行なったが，こ

のような取り組みにおいて，他の専門領域の方

との連携が必要であると思われた。様々な角度

から科学的に見つめ，多面的な支援が必要である。 
個人の作業以外で A さんが達成感や手応え

を感じてもらえるには，仲間や周りの人からの

評価や，認められるという場面が必要である。

『側(はた)楽(らく)』といった「側(はた)を楽(ら



 

 

く)にする」という取り組みや，『協同作業』や

『共同作業』，また，作業後に行うミーティン

グでの発表で，A さんが頑張ったことやできた

動作に対して仲間から認めてもらうことが，A
さんの達成感や手応えを生み，仮に製品作りに

大きく寄与しなくても，それは A さんにとって

『自己実現』に繋がるのではないだろうか。 
 Aさんの様に障害の重い人達への支援方法を

探るとき，糸賀一雄(1967)5)が言うように，障

害の重い人たちの活動を『自己実現』＝『創造』，

『生産』と捉えていく文脈が必要ではないかと 
考える。そして，そのときに『自己実現』は『他

者実現』とともにある『自己実現』として把握

する，すなわち『側(はた)楽(らく)』の考え方が

『集団作り』の観点からも必要であると思われ

る。4) 

 もちろん，そのことは障害の重い人たちへの

支援を観念論として捉えることではなく，人間

的労働の特質として上げられる目的意識性へ

の取り組みや，今回追求した『技術的』支援方

法の深化が併せて追求される必要があると考

える。 
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